
新
し
い
商
品
と
な
っ
た
。
け
』

主
要
な
取
扱
商
品
で
あ
っ
た
。

経
済
の
組
織
及
び
規
模
の
革
新
、
大
型
化
と
そ
の
運
営
の
ス
ピ
ー
ド
化
は
、
当
然
に
事
務
用
機
械
の
綜
合
化
を
促
さ
な
い
で
は
い
な

か
っ
た
。
昭
和
三
十
一
年
以
後
の
そ
う
し
た
変
化
に
伴
い
、
当
社
に
お
け
る
事
務
機
械
、
特
に
計
算
機
や
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
は
、
時
と

共
に
そ
の
影
響
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
当
社
に
於
て
も
昭
和
三
十
四
年
に
電
子
計
算
機
の
輸
入
が
実
現
し
、
事
務
機
械
の

新
し
い
商
品
と
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
昭
和
三
十
一
、
二
年
で
は
、
各
種
各
様
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
な
ど
は
な
お

第
七
章
事
務
機
械
。
文
具
。
洋
品
の
商
況

事
務
機
械

1508

こ
の
期
間
に
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
は
従
来
の
機
種
の
ほ
か
に
、
新
た
に
三
一
一
一
吋
型
（
一
八
万
円
）
が
、
ま
た
携
帯
用
の
毎
色
目
目
、
‐

尉
尉
（
五
万
五
千
円
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
ポ
ー
タ
ブ
ル
と
の
中
間
機
）
、
”
○
冒
犀
①
（
一
一
一
万
三
千
円
小
型
ポ
ー
タ
ブ
ル
学
生
向
）
が
、

昭
和
三
十
一
一
一
年
に
入
荷
、
翌
年
に
は
同
じ
く
携
帯
用
の
貝
四
目
（
四
万
九
千
円
）
が
入
荷
し
た
。
し
か
し
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
も
計
算

機
も
、
国
内
に
お
け
る
製
造
業
を
保
護
す
る
立
場
か
ら
輸
入
割
当
制
が
続
い
て
い
た
た
め
に
、
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や
携
帯
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
の
需
要
の
増
加
に
対
し
て
顧
客
の
希
望
に
応
じ
切
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
昭
和
一
一
一
十
二
年
、
一
一
一
十
一
一
一
年
頃
は
市

場
に
コ
ピ
ー
イ
ン
グ
マ
シ
ン
が
出
廻
り
出
し
た
た
め
と
、
い
わ
ゆ
る
鍋
底
景
気
と
い
わ
れ
た
不
況
の
た
め
に
、
販
売
台
数
の
伸
び
悩
み



こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ｃ

昭
和
三
十
四
年
モ
ン
ロ
ー
社
の
モ
ン
ロ
ー
会
計
機
プ
レ
シ
ジ
ェ
ン
ト
国
画
（
五
五
万
円
）
の
取
扱
い
を
始
め
た
。
こ
の
た
め
同
年
七

1509

も
あ
っ
た
。
ま
た
従
来
の
傾
向
と
し
て
は
、
官
庁
。
学
校
関
係
の
買
上
げ
が
多
か
っ
た
が
、
昭
和
三
十
二
年
以
降
は
、
外
勤
社
員
が
直

接
に
、
民
間
各
企
業
・
家
庭
等
を
訪
問
し
て
販
売
す
る
量
が
増
加
し
た
。
各
企
業
で
も
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
更
新
す
る
時
期
に
も
な
っ

て
い
た
の
で
、
新
機
種
の
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
へ
の
需
要
が
高
ま
り
、
一
方
、
一
般
家
庭
。
学
生
の
間
で
は
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を

必
要
と
す
る
人
が
増
え
た
た
め
、
注
文
が
増
し
ロ
ー
ヤ
ル
社
か
ら
の
供
給
が
間
に
合
わ
な
い
程
で
あ
っ
た
。

最
早
こ
の
時
代
に
は
計
算
機
は
電
子
計
算
機
が
主
力
商
品
と
な
り
、
機
械
が
益
交
綜
合
化
す
る
状
況
に
あ
り
、
従
っ
て
機
械
組
織
。

使
用
技
術
は
近
代
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
当
社
は
、
機
械
部
の
中
西
昌
太
郎
（
当
時
同
部
販
売
課
販
売
係
長
）
を
米
国
に
派
遣
し

て
、
そ
の
ソ
フ
ト
及
び
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ァ
ー
の
講
習
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
中
西
は
、
ロ
ー
ヤ
ル
。
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
社
の
招
請

で
、
事
務
機
械
の
現
況
視
察
の
た
め
渡
米
す
る
永
井
弥
惣
兵
衛
機
械
部
長
に
随
行
し
て
、
昭
和
一
一
一
十
三
年
五
月
十
八
日
に
出
発
し
た
。

ア
メ
リ
カ
滞
在
中
ロ
ー
ヤ
ル
社
で
は
、
ロ
ー
ヤ
ル
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
門
の
甲
呂
電
子
計
算
機
、
マ
ク
ピ
ー
シ
ス
テ
ム
の
講
習
を
、

モ
ン
ロ
ー
社
で
は
プ
レ
シ
ジ
ェ
ン
ト
会
計
機
シ
ス
テ
ム
の
講
習
を
受
け
た
。
電
子
計
算
機
の
講
習
は
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
、
東
京
光

学
機
械
株
式
会
社
か
ら
Ｆ
の
や
ぢ
電
子
計
算
機
の
引
合
が
あ
っ
た
た
め
で
、
そ
の
交
渉
の
任
を
も
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
諸
事
を

果
し
て
中
西
が
帰
朝
し
た
の
は
そ
の
年
の
十
月
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
の
販
売
台
数
は
増
加
し
た
が
、
そ
れ
は
大
企
業
に
お
け
る
事
務
機
械
化
の
補
助
機
と
し
て
モ
ン

ロ
ー
計
算
機
の
需
要
が
伸
張
し
た
た
め
と
、
比
較
的
事
務
合
理
化
の
遅
れ
て
い
た
中
小
企
業
を
対
象
に
秩
極
的
に
販
売
活
動
を
行
っ
た



当
社
が
電
子
計
算
機
の
取
扱
い
を
開
始
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
輸
入
実
現
ま
で
に
は
い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
二
年
、
ロ
ー
ヤ
ル
・
マ
ク
ピ
ー
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
が
、
小
型
電
子
計
算
機
５
の
㈲
１
９
を
開
発
、
年
間
約
一
○

○
台
を
販
売
し
た
と
い
う
報
告
を
う
け
、
当
社
と
し
て
も
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
に
代
る
新
商
品
と
し
て
、
電
子
計
算
機
の
輸
入
販
売
を
考

慮
し
て
い
た
が
、
恰
も
そ
の
頃
、
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
と
東
京
光
学
機
械
株
式
会
社
か
ら
伊
の
勺
１
９
電
子
計
算
機
の
引
合
が
あ
り
、

企
業
を
対
象
に
販
売
し
た
。

LGP-30電子計算機

月
、
二
週
間
に
わ
た
っ
て
、
本
社
に
於
て
プ
レ
シ
ジ
ェ
ン
ト
会
計
機
、

加
算
機
の
サ
ー
ビ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
。
指
導
者
は
ロ
ー
ヤ
ル

社
旨
境
．
陶
○
＆
参
加
者
は
本
社
六
名
、
支
店
五
名
、
計
十
一
名
で
あ

っ
た
。こ

の
他
に
昭
和
三
十
二
年
、
当
社
で
は
、
液
体
輪
転
謄
写
機
シ
ン
プ

ロ
コ
ピ
ー
を
発
売
し
た
。
考
案
。
設
計
等
技
術
的
な
指
導
を
事
務
機
械

部
で
行
な
い
、
製
造
は
名
古
屋
の
富
士
工
機
株
式
会
社
が
担
当
、
製
品

は
当
社
が
買
取
っ
て
本
支
店
及
び
代
理
店
を
通
し
て
販
売
し
た
。
こ
の

シ
ン
プ
ロ
コ
ピ
ー
は
手
軽
な
操
作
で
奇
麗
な
印
刷
が
簡
単
に
で
き
る
イ

ン
ク
の
い
ら
な
い
リ
ク
ィ
ド
式
液
体
謄
写
機
で
、
一
台
一
五
、
○
○
○

円
と
い
う
廉
価
・
な
こ
と
、
操
作
が
簡
単
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
中
小

1510



行
に
万
全
を
期
し
た
。

既
述
の
中
西
係
長
渡
米
に
際
し
て
、
ロ
ー
ヤ
ル
社
と
直
接
交
渉
を
行
い
内
諾
を
得
た
。
し
か
し
当
時
米
国
に
於
て
は
、
電
子
計
算
機
は

輸
出
禁
止
品
目
で
あ
り
、
日
本
に
於
て
も
国
産
品
育
成
保
護
の
方
針
か
ら
輸
入
に
際
し
て
は
厳
し
い
制
限
を
加
え
て
い
た
。
し
か
し
種

種
努
力
の
結
果
、
早
稲
田
大
学
と
東
京
光
学
機
械
株
式
会
社
へ
、
昭
和
三
十
四
年
各
一
台
の
輸
入
が
許
可
せ
ら
れ
、
昭
和
三
十
五
年
に

千
代
田
光
学
株
式
会
社
、
清
水
建
設
株
式
会
社
に
各
一
台
計
四
台
を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

耐
久
性
事
務
用
品

二
文
具
・
事
務
用
品

1５１１

日
耐
久
性
事
務
用
品

好
景
気
に
伴
っ
て
ピ
ル
新
築
の
急
増
、
事
務
能
率
改
善
の
気
運
の
上
昇
に
伴
な
い
、
事
務
室
空
間
利
用
の
合
理
化
、
各
種
書
類
・
資

料
の
整
理
や
そ
の
保
存
上
の
安
全
性
等
事
務
能
率
の
合
理
化
向
上
の
一
環
と
し
て
、
ス
チ
ー
ル
製
品
の
需
要
は
急
激
に
高
ま
っ
た
。

当
社
に
於
て
も
図
書
館
用
の
積
層
式
ス
チ
ー
ル
書
架
工
事
の
一
式
請
負
、
あ
る
い
は
新
築
ピ
ル
内
装
用
の
ス
チ
ー
ル
家
具
類
（
机
。

椅
子
。
書
庫
・
書
架
。
ロ
ッ
カ
ー
等
）
の
一
括
注
文
を
受
け
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
の
で
、
そ
の
態
勢
作
り
に
努
力
し
、
ス
チ
ー
ル
製

事
務
用
家
具
・
什
器
。
備
品
類
及
び
ス
チ
ー
ル
製
書
架
等
を
製
造
し
て
い
る
傍
系
会
社
の
佐
藤
金
庫
鋼
鉄
工
業
所
の
設
備
を
昭
和
三
十

四
年
’
三
十
六
年
に
拡
大
・
新
改
築
す
る
等
の
処
置
を
と
っ
た
。

一
方
、
昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
三
月
、
「
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。
ニ
ュ
ー
ス
」
を
創
刊
し
て
図
書
館
設
備
。
運
営
等
全
般
に
つ
い
て
の
関
係

者
の
知
識
交
換
の
一
助
と
し
、
他
面
、
必
要
器
具
に
対
す
る
図
書
館
界
の
要
望
を
う
か
が
い
、
用
具
提
供
者
と
し
て
の
当
社
の
責
任
遂



灘蕊識獄禽‘難；

撫蕊議蕊鍵蕊議識鶏自
負
し
て
み
た
い
。

発
売
の
図
書
館
用
品
の
特
質
や
機
能
を
広
く
報
ず
る
目
的
を
持
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
そ
れ
に
劣
ら
ず
各
種
事
業
所
、
研
究
室
、
図
書

館
、
大
学
、
高
等
学
校
、
中
学
校
、
小
学
校
及
び
幼
稚
園
等
の
図
書
館
。
図
書
室
の
設
備
・
組
織
・
機
能
等
に
つ
い
て
、
現
場
関
係
の

専
門
家
か
ら
寄
稿
を
得
て
、
究
極
的
に
は
わ
が
く
に
図
書
館
界
の
実
状
と
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

勿
論
、
図
書
館
界
に
は
日
本
図
書
館
協
会
の
「
図
書
館
雑
誌
」
そ
の
他
の
専
門
雑
誌
が
あ
っ
て
、
高
度
の
研
究
成
果
を
挙
げ
て
い
る

が
、
こ
の
「
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。
ニ
ュ
ー
ス
」
も
、
以
上
記
し
た
意
味
で
は
、
不
可
欠
の
機
関
誌
と
な
っ
て
い
る
と
、
当
社
と
し
て
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ニ
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。
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で
も
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作
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紙
製
品
で
は
、
特
に
当
社
の
原
稿
用
紙
は
充
分
に
吟
味
さ
れ
、
ペ
ン
の
す
べ
り
、
イ
ン
キ
の
の
り
、
紙
の
色
等
を
考
え
て
特
別
に
漉

い
た
良
質
紙
を
使
川
し
て
い
る
た
め
多
く
の
方
安
か
ら
御
愛
用
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
各
種
の
ノ
ー
ト
類
は
、
自
社
製
・
他
社
製
と
も

に
特
に
用
紙
及
び
綴
り
に
は
充
分
注
意
し
た
製
品
を
取
扱
っ
て
い
る
。

に
大
変
好
評
で
、
現
在
も
引

目
そ
の
他
の
事
務
用
品

ン
と
総
称
し
て
い
る
。
）

こ
の
ほ
か
に
、
後
に
傍
系
会
社
と
な
っ
た
第
一
鋼
鉄
工
業
所
で
製
造
し
た
家
庭
用
書
架
ア
テ
ナ
。
ホ
ー
ム
シ
ェ
ル
フ
は
発
売
と
同
時

大
変
好
評
で
、
現
在
も
引
き
続
き
好
調
な
売
れ
行
き
を
保
っ
て
い
る
。

1５１３

他
の
メ
ー
カ
で
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
ア
テ
ナ
万
年
筆
製
造
に
要
す
る
資
材
の
入
手
に
は
こ
の
頃
は
ま
だ
院
路
が
あ
っ
た
。
ペ
ン
先

用
の
金
の
入
手
が
容
易
で
な
く
、
青
戸
工
場
で
は
、
耐
酸
ペ
ン
付
万
年
筆
も
製
造
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
五
年
に
は
、
大
部
分
を
皿

Ｋ
金
ペ
ン
付
万
年
筆
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

舶
来
品
の
ウ
ォ
タ
ー
マ
ン
、
パ
ー
カ
ー
、
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
、
オ
ノ
ト
、
モ
ン
プ
ラ
ン
、
ペ
リ
カ
ン
な
ど
の
万
年
筆
も
入
荷
し
て
い
た

が
、
価
格
の
点
で
ま
だ
一
般
向
で
は
な
か
っ
た
。

戦
後
、
と
く
に
昭
和
三
十
一
年
頃
か
ら
は
、
筆
記
具
と
し
て
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
が
、
可
成
り
の
人
気
を
呼
ん
で
お
り
、
当
社
で
も
、
昭

和
三
十
二
年
初
め
に
、
ア
テ
ナ
ポ
ー
ル
・
ヘ
ン
（
一
八
○
円
）
を
売
り
出
し
た
。

好
評
の
ワ
ン
ダ
ー
イ
ン
キ
（
ワ
ン
ダ
ー
ペ
ン
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
応
じ
た
太
さ
・
色
の
開
発
が
進
み
、
そ
の
種
類
は
豊
富
に

な
り
、
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
（
ワ
ン
ダ
ー
ペ
ン
の
名
称
は
、
当
社
固
有
の
名
称
で
、
業
界
で
は
こ
れ
ら
の
ペ
ン
を
マ
ー
キ
ン
グ
ペ



「
ア
テ
ナ
ェ
ー
ス
イ
ン
キ
」
を
発
売
し
た
。

事
務
用
品
、
文
具
品
と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
が
、
戦
後
文
具
売
場
で
は
、
守
屋
三
郎
製
作
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
、
レ
タ
ー
ラ
ッ
ク
等
の
手

工
芸
品
を
販
売
、
好
評
で
あ
っ
た
。

こ
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
製
作
者
守
屋
三
郎
は
、
販
売
を
当
社
だ
け
に
限
り
、
洋
書
を
参
考
に
し
て
実
物
を
忠
実
に
模
倣
し
た
も
の
を
作

り
、
縮
尺
が
正
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
い
評
価
を
う
け
、
文
具
売
場
が
誇
る
商
品
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

篭

アテナエースインキ

図
書
館
用
カ
ー
ド
は
、
耐
久
性
を
必
要

と
す
る
た
め
、
凡
て
当
社
で
紙
質
を
指
定

，鐸
し
特
漉
を
し
て
い
る
の
で
好
評
を
得
て
い

の壷
る
が
、
と
く
に
昭
和
三
十
五
年
か
ら
売
り

毎
出
し
た
文
献
用
カ
ー
ド
は
各
方
面
の
評
判

イ・
毒
が
よ
い
。

くし

『
イ
ン
キ
に
つ
い
て
い
う
と
、
昭
和
一
二
十

ゴ

ル
四
年
に
従
来
の
ア
テ
ナ
イ
ン
キ
の
イ
メ
ー

オ

ジ
チ
ェ
ン
ジ
を
図
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
瓶

の
型
、
函
の
デ
ザ
イ
ン
を
新
た
に
し
た

1５１４



中
年
以
上
の
男
子
に
と
っ
て
中
折
帽
子
は
、
ま
だ
帽
子
類
の
中
心
に
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
が
、
ス
テ
ッ
ト
ソ
ン
社
と
の
技
術
提
携
品

が
一
個
、
二
、
五
○
○
円
か
ら
五
、
○
○
○
円
、
輸
入
品
で
は
ス
コ
ッ
ト
が
九
、
五
○
○
円
、
ク
リ
ス
テ
イ
が
七
、
五
○
○
円
、
ポ
ル

サ
リ
ノ
が
一
一
、
○
○
○
円
が
中
心
値
で
あ
っ
た
し
、
国
産
の
鼠
色
、
茶
色
の
も
の
は
一
、
五
○
○
円
’
一
一
、
○
○
○
円
ぐ
ら
い
で
あ

に
売
れ
た
。

つ

た
Ｃ

毛
布
で
は
カ
シ
ミ
ヤ
織
の
毛
布
（
花
模
様
。
雷
紋
模
様
）
一
枚
三
五
、
○
○
○
円
五
○
、
○
○
○
円
七
○
、
○
○
○
円
一
○

三
洋
品
・
雑
貨

1515

昭
和
三
十
一
年
か
ら
五
年
間
に
お
け
る
洋
品
部
門
の
商
況
を
一
括
的
に
記
す
る
こ
と
は
難
か
し
い
が
、
一
般
の
景
況
か
ら
徐
々
に
も

と
の
よ
う
に
、
向
上
し
つ
つ
あ
っ
た
。

当
社
の
扱
う
洋
品
の
中
心
を
占
め
る
も
の
は
、
紳
士
用
レ
イ
ン
コ
ー
ト
（
マ
ル
ゼ
ン
コ
ー
ト
、
、
ハ
ー
バ
リ
ー
コ
ー
ト
）
、
既
製
服
（
ブ

レ
ザ
ー
、
替
ズ
ボ
ン
）
、
紳
士
用
肌
着
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
ゴ
ル
フ
用
品
な
ど
で
あ
る
。
特
に
当
社
製
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
は
、
現
在
に
至
る

ま
で
、
仕
立
の
堅
牢
な
点
、
防
水
力
の
抜
群
な
点
で
、
お
客
様
か
ら
非
常
な
好
評
を
得
て
い
る
。

後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
人
の
増
加
で
、
紳
士
の
服
装
の
流
行
は
ス
ポ
ー
テ
ィ
に
変
っ
て
来
た
た
め
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、

ジ
ャ
ン
パ
ー
と
い
っ
た
紳
士
用
品
が
堅
苦
し
い
英
国
風
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
ラ
フ
な
ア
メ
リ
カ
好
み
に
変
っ
て
き
た
。
そ
の
一
例
と
し
て

裏
に
ボ
ア
を
チ
ャ
ッ
ク
で
付
け
た
デ
タ
ッ
チ
。
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
夏
用
の
タ
ッ
サ
ー
地
の
シ
ャ
ツ
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
大
好
評
で
飛
ぶ
よ
う



○
、
○
（

あ
っ
た
。 ○

○
○
円
と
い
っ
た
高
級
品
を
陳
列
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
国
内
製
品
の
賂
舵
色
花
模
様
特
選
毛
布
は
一
枚
三
、
○
○
○
円
位
で

1５１６

雑
貨
で
は
、
戦
前
か
ら
の
マ
ル
ゼ
ン
ベ
ー
ラ
ム
、
ベ
ー
ラ
ム
ポ
マ
ー
ド
、
ベ
ー
ト
ニ
ッ
ク
、
ベ
ー
ラ
ム
チ
ッ
ク
等
の
男
性
用
頭
髪
化

粧
品
を
店
頭
に
陳
列
、
御
愛
用
を
い
た
だ
い
た
。
昭
和
三
十
四
、
五
年
に
な
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ル
シ
ァ
ン
。
ル
ロ
ン
、
ジ
ャ
ン
。

。
ハ
ト
ウ
．
、
ミ
ロ
、
シ
ャ
ネ
ル
、
コ
テ
イ
と
い
っ
た
香
水
が
続
々
と
輸
入
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
、
ゴ
ル
フ
が
定
着
す
る
傾
向
を
み
せ
は
じ
め
、
外
国
製
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
売
行
も
伸
び
た
。
そ
こ
で
昭

和
一
一
一
十
二
年
七
月
に
当
社
か
ら
貴
Ｚ
①
笥
冨
＆
の
］
旨
胃
目
２
，
国
》
》
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
ウ
ッ
ド
一
一
一
、
五
○
○
円
ア
イ
ア
ン
一
一
一
、
二
○

○
円
）
を
新
発
売
し
た
。
昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
に
は
《
《
旨
胃
冒
ｇ
望
画
ご
ゴ
ル
フ
ポ
ー
ル
（
一
打
二
、
四
○
○
円
）
を
発
売
し
た
。

昭
和
三
十
一
’
三
十
五
年
に
お
け
る
中
元
。
歳
暮
贈
答
品

こ
の
頃
の
贈
答
品
は
値
段
の
上
か
ら
は
五
○
○
円
か
ら
二
、
○
○
○
円
程
度
の
品
が
中
心
で
あ
っ
た
。

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
値
段
が
手
ご
ろ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
特
識
シ
ー
ツ
、
靴
下
セ
ッ
ト
、
毛
メ
リ
ャ
ス
シ
ャ
ッ
、
ラ
ク
ダ
シ
ャ

ッ
、
お
仕
立
券
付
ワ
イ
シ
ャ
ツ
生
地
（
英
国
製
生
地
）
、
毛
布
（
当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
純
毛
毛
布
三
千
円
）
等
が
、
相
変
ら
ず
好
評
を
得

た
。
そ
の
他
で
は
こ
の
頃
に
な
る
と
、
舶
来
の
キ
ュ
テ
イ
キ
ュ
ラ
薬
用
石
鹸
（
一
一
一
○
○
円
）
、
ジ
レ
ッ
ト
安
全
剃
刀
セ
ッ
ト
（
三
○
○

円
）
、
丸
善
化
エ
製
の
オ
ー
デ
コ
ロ
ン
セ
ッ
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ー
ッ
ク
セ
ッ
ト
（
五
○
○
円
）
が
進
物
用
に
喜
ば
れ
た
。
丸
善
化
工
製
の
化

粧
品
は
、
た
い
そ
う
評
判
が
良
く
、
外
国
人
に
は
ベ
ー
ラ
ム
が
特
に
愛
用
せ
ら
れ
た
。
特
選
夏
毛
布
（
千
円
）
、
旨
目
昌
ｇ
ｍ
圏
ゴ
ル

フ
ポ
ー
ル
（
一
ダ
ー
ス
入
三
千
円
）
、
英
国
製
ひ
ざ
掛
（
三
千
円
’
一
万
円
）
、
英
国
製
モ
ー
レ
ー
肌
着
（
五
千
円
）
、
ま
た
日
本
人
の
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間
に
ベ
ッ
ト
を
使
用
す
る
人
が
増
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
ベ
ッ
ト
用
毛
布
（
五

千
円
）
、
純
毛
二
枚
続
き
毛
布
（
一
万
円
）
等
も
よ
く
売
れ
た
。

一
方
好
景
気
に
よ
っ
て
進
物
品
も
高
級
化
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
ガ
ウ
ン
、

ス
モ
ー
キ
ン
グ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ピ
キ
ュ
ナ
・
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、
ラ
ク
ダ
毛
布

二
枚
続
き
、
旨
肖
目
ｇ
望
画
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
セ
ッ
ト
と
い
っ
た
一
万
円
以

上
の
品
物
が
売
れ
出
し
た
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。

1５１７




